
 

令和５年度事業計画 

 

１ 基本方針 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上、季節性インフルエンザと同等

の５類に位置付けることが決定し、これまで講じてきた様々な制限が緩和

することになったことで、コロナ禍の３年間で会員数や事業実績等が減少

しましたが、令和５年度こそコロナ禍以前に戻ることを期待し、高齢者が

安心・安全で働き続けることができる多様で柔軟な働き方を提供すること

や人手不足分野で活躍できる人材の確保が今まで以上に重要となってきま

す。 

また、シルバー事業においても、今年１０月からインボイス制度が導入

されることにより、取り巻く環境が大きく変化することが予想され、新た

な就業形態が必要となってきます。 

橋本市シルバー人材センターは、地域社会の期待に応えるため、会員の

拡大、魅力あるセンターを作り、高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を

図り、活力ある地域社会づくりに寄与するべく、シルバーの根幹事業であ

る請負の就業に加えて、労働者派遣事業による働き方を推進し、時代に沿

った多様な就業形態を的確に捉えるなどの就業機会の確保を図る必要があ

ると考えます。 

令和５年度においても、シルバー人材センターの基本理念であります「自

主・自立・共働・共助」の精神を守り、一人ひとりが、センター会員とし

ての自覚を持ち、発注者に対し誠実に、そして責任を持って信頼に応えて

いってこそ、シルバー人材センターの信用を高めることになります。 

このことが、これからの新たな仕事の受注に繋がっていくと確信し、今

後も適正就業をより一層遵守し、会員役職員一体となり積極的に取り組む

とともに増加傾向にある事故の防止、安全の確保に努めます。 

以上のことを踏まえ、次の事業を実施します。 

 

 

 



 

２ 実施計画 

⑴ 組織運営体制の強化    

   ア 常任委員会による事業運営の強化を図る。 

   イ 自主・自立を目指す地域班の強化を図る。 

   ウ 共働・共助を基本に連帯意識と親睦を基調とした職群班を必要に応 

じて編成し設置を図る。 

   エ 事務局体制の強化を図る。 

⑵ 会員の確保と未就業会員の対策 

   ア 新会員の確保については、センターホームページの充実や、１会員

１人紹介運動キャンペーン及び各種イベントに積極的に参加し、セン

ターのＰＲ、啓発活動、勧誘活動を実施し、会員の入会促進を図る。 

     また、会員のスキルアップのための研修の実施や退会抑制の一策と

して会員相互の結びつきを強くするための交流を図る。 

   イ 未就業会員については、就業機会を提供するために各種講習会への

参加や希望職種等を再調査並びに就業先情報をＳＭＳなどを活用し、

就業参加できるよう努める。 

 

３ センター事業の普及・啓発活動 

⑴ シルバー事業が市民の皆様に認識・理解されるようチラシ・パンフレッ 

ト等の配布、ホームページの随時更新を励行し、普及啓発活動の推進を図

る。 

⑵ 広く地域社会の支持を得るため、会員による奉仕活動を展開し地域社会

への浸透を図る。 

 

４ 安全就業・適正就業の推進 

⑴  シルバー人材センター事業の主旨目的は、健康で働くことを通じた生き

がいづくりにあり、「安全と健康」は、会員本人はもちろんのこと家族や

仲間にとっても最も重要なことであるため、事故防止・安全確保の強化に

努め、安全委員会を中心として推進を図る。 



 また、就業分野の拡大及び就業形態の多様化により厚生労働省が作成し

た「適正就業ガイドライン」の徹底を図るとともに適正就業の推進を図る。 

ア 会員が安心して就業できるよう、安全意識に対する意識の普及の徹

底、事故防止とする安全パトロールの安全巡回の実施、さらに安全講

習会を開催し、高揚をめざす。 

   イ 講習会の開催 

① 草刈機安全操作講習会 

② けが防止講習会 

③ 剪定講習会 

④ 普通救命講習会 

   ウ 適正就業ガイドラインにより、会員・職員及び発注者に対して、適

正就業の周知を図る。 

 

５ デジタル技術の活用推進  

⑴  シルバー事業において、デジタル技術を活用した事業展開を図っていく

ことで会員をはじめとする地域の高齢者が社会のデジタル化から取り残

されない取組を推進する。 

 

６ 職業紹介事業及び労働者派遣事業の推進 

   公益社団法人和歌山県シルバー人材センター連合会が実施する労働者派

遣事業・職業紹介事業の実施事務所として、高齢者の多様な就業形態に対

応する就業機会の確保・提供に努める。 

 

７ その他 

  関係機関との連絡調整 

   シルバー人材センター事業円滑化を図るため橋本市をはじめとする官公

庁、和歌山県シルバー人材センター連合会等関係機関との連携強化に努め

る。 

 

 


